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　　　　　　　　　　　 目的

　少量の 行動で 少 量 の 強化子 が後続す る 行 動が選択肢

として存在する選択場面 におい て 、強化子が後続 し ない

標 的行動 をで き る だ け多 く選択 させ る に は 、そ の 標的行

動に関 して どの よ うな強化履歴が 必 要で あろ うか。本研

究 で は、標的行動 に多量 の 強化子 が連続強化 ス ケジ ュ
ー

ル で 後続す る と い うこ とを強制的 に経験させ る条件 （連

続強化条件）、標的行動に 多量 の 強化子 が 後続す るが、そ

の 出現に必要な反応数は 不規則 に変動するとい うこ とを

強制的に経験 させ る条件 （要求反応数不規則変動部分強

化条件）、標的行動 に多量 の 強化子 が後続する が 、 そ の 出

現に必要な反応数は徐々 に増加 して い くとい うこ とを強

制的 に経験させ る条件 （要求反応数漸増部分強化条件）、
の 3 つ を設定 し、少量連続強化行動が選択肢 として存在

する選択場面で の 標的行動 の 消去抵 抗を条件間で 比較 し

た。

　　　　　　 　　　　　 方法

被験者 ： 大学生 24 名 （女性 20 名 、 男性 4 名）が実験に

参加 した。被験者は、3 っ の 実験条件 （連続強化 条件、

要求反応数不規則変動部分強化条件、要求反応数漸増部

分強化 条件）に 8 名ず つ ラ ン ダ ム に割 り 当て られ た e

装置 ：実験 の 制御に は パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ （NEC ，

PC ・MJ30YMZED ）を、刺 激の 呈示 お よび反応 の 取得に

は タ ッ チパ ネル 内臓 15 型 液晶カ ラー
モ ニ ター （シ ャ

ー

プ
，
LL ・151TR ）を使 用 し た 。

手続き ：実験は、訓練試行 240 試行 と消去試行 120試行

とで構成 され て い た 。 試行間間隔 は 2 秒 で あ っ た。試行

開始前に 、 被験者に 、
モ ニ ター画面に表示 された正 方形

の ボタ ン に触れ る こ とに よ り得 点 をかせ ぐこ とが で き る

とい うこ と、 お よ び 、そ の か せ い だ 得点 に応 じて （1 点

につ き 1 円）お金が支払われるとい うこ とを教示 として

与えた。

　訓練試行は、正 方形の ボ タ ン が 1 つ だけ表示 され る強

制選択試行で あ り、黄色の ボタ ン が表示 され るセ ッ シ ョ

ン （30試 行）と青色 の ボタ ン が表示 され るセ ッ シ ョ ン （30
試行） とが 、こ の 順 で各 4 回繰 り返 され た。黄色ボ タ ン

は 、それ に 1回触れ るたび に 1 点獲得で きるよ うにな っ

て お り （連続強化）、訓練試行を通 し て 120 点獲得する

こ とができた 。 青色ボタ ン につ い て は、訓練試行で獲得

で きる総得点はす べ て の 条件 にお い て黄色ボタ ン の 3倍

で ある 360 点 で あ っ たが、そ の 強化 ス ケジ ュ
ール は 実験

条件 に よ り異な っ て い た。連続強化条件 で は、1 回 の 得

点は 3 点で あ り、それ に 必要な反応数は 1で あっ た。要

求反応数不規則変動部分強化条件 で は 、
1 回 の 得点は 9

点 で あ り、それ に 必 要な反応数は各セ ッ シ ョ ン 内で 1か

ら 5 の 範囲で ラ ン ダム に変化 した 。 要求反応数漸増部分

強化条件では 、 1 回の得点 は 9 点 で あ り、それに必要な

反応数は訓練試行 を通 して 1か ら 5 まで 徐 々 に増加 した 。

　訓練試行が終了すると消去試行に移行 した。消去試行

は黄色ボ タ ン と青色ボ タ ン の 両方が表示 され る 自由選択

試行 で あ っ た 。 黄色ボ タ ン は 、 訓練試行と同じく、それ

に 1 回触れ るたび に 1点獲 得 で きるよ うにな っ て い たが、

青色ボタ ン は 、それに触れても得点が獲得できない よ う

にな っ た。

　　　　　　　　　　　 結果

　各実験条件につ い て、消去試行 にお い て 強化子 が後続

しなか っ た青色ボ タン の 選択回数 の 平均値を求めた （図

1）。 青色ボタ ン の 平均選択回数は要求反応数不規 則変動

部分強化 条件が最 も高 く、最 も少 な い 連続強化 条件 の

1．68 倍で あっ た。これに対 し て 、要求反応数漸増部分強

化条件に お け る青色ボ タ ン の平均選択回数は、連続強化

条件にお け るそれ の LO9 倍に とどま っ た。た だ し、
Kuruskal・Wallis検定を行 っ た とこ ろ 、 条件間に有意差

は認 め られ な か っ た（κ 2＝ 1．540
，
雌 2

，炉 ．463）。

　　　　　　　　　　　 考察

　今回 の 実験結果 か ら 、 行動 の 消去抵抗は部分強化を経

験する方が 連続強化 を経験す るよ り高 くなる （部分強化

効果）が、そ の 効果は、部分強化が 1 回 の 強化子 出現に

必要な反応数が徐 々 に増え て い くとい うもの で あれ ば弱

まっ て しま うとい うこ とが示唆 され る。しか し、個人差

が非常に大きか っ た た め 、明確な結論 を得るには至 らな

か っ た 。
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図 1　消去試 行 に おけ る 青色 ボタ ン の 平均選択回数
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